
57

東亜大学紀要　第 43 号　2026 年 9 月

＜学術論文＞

日中の装丁形式における構造の歴史的変遷と
文化受容に関する考察

　　 唐・宋，平安・鎌倉時代の装丁形式を中心に 　　

閆　夢真
東亜大学 総合学術研究科 デザイン専攻 文芝瑛研究室

yanmengzhen842@gmail.com

《要　旨》
　唐・宋，平安・鎌倉時代はいずれも装丁技術上の転換期にあたり，加えて相互の文化交流が活発
な時代でもあった。唐末から宋代にかけて，中国では装丁が巻物形式から冊子形式へ移行してお
り，この時期には，折本（経折装）・旋風装などの装丁形式が生み出された。一方，日本において
は，中国から伝来した装丁形式を基盤に，相同的な構造を持つ多様な変化が生じ，後期には粘葉装
・列帖装など，日本的受容のもとで発達した独自の装丁形式が成立した。こうした差異は，単なる
構造上の違いにとどまらず，背景とする宗教観念，読書文化，その時代の文化など，多様な要因と
結びつくことで生じてきていることが想定される。
　本テーマに関する従来の研究は，日中いずれか一国の視点から論じられる場合が多く，構造的特
徴や文化的象徴性を横断的に比較・分析した研究は限られている。本論では，こうした状況を踏ま
え，唐宋期・平安鎌倉期における中国と日本の代表的な装丁形式である「旋風装」と「折本」を主
要な対象とし，その形成および受容のプロセスや構造的変容について比較検討する。また，事例分
析および量的データの整理を通じて，両形式に内在する文化的象徴性と造形的価値を明らかにす
る。
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日中比較文化研究
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1．本研究の目的

　装丁は，文字と物質形態を結びつける重要な
メディアであり，単なる読書のための機能的装
置ではなく，その時代の技術体系，宗教観，文
化などをも反映するものである。中国の唐代

（618 年‒907 年）から宋代（960 年‒1279 年）に
かけての時代は，書籍の装丁形式が巻物形式か
ら冊子形式へと移行するという意味で装丁技術
上の重要な変革期であった。実際，4 世紀から
11 世紀にかけて制作された古写本として知ら
れる「敦煌遺書（1）」においても，そのことを
裏付ける宋代冊子形式の原型や折衷形式が確認
されている。
　この変革期に相当するのが，日本の平安（794
年‒1185 年）・鎌倉（1185 年‒1333 年）時代で
ある。その間，両国間の文化交流が深まるなか
で，日本には中国から巻子装などの装丁形式を
有する典籍ももたらされた。日本では，こうし
た中国伝来の装丁形式を基盤とし，後に列帖装

（綴葉装）・大和綴（2）など，独自の構造的・美
的特徴を備えた装丁形式が成立することにな
る。
　中国書誌学の研究者であり，古典籍保存家で
もある李致忠は，唐・宋代の技術革新を指して

「この時期における書籍形式の変化は，中国の
装丁技術の発展を示すだけでなく，思想や信仰
体系の変化の産物でもある」（李 2008, p.3）（3）

と述べている。もしそうであるならば，中国と
日本でそれぞれ同じ名称で呼ばれ，形式上の基
本的な枠組みを共有しながらも細部の構造や受
容された文化的背景に関して相違が認められる
装丁形式が存在する場合，それらの差異に着目
し異同を明らかにすることは，両国における装
丁形式の歴史的変遷と展開をより正確に把握す
る上で不可欠である。

　そこで本研究では，唐宋時代の中国と平安・
鎌倉時代の日本に着目し，巻物形式から冊子形
式へと移行する過渡期における代表的な装丁形
式である「旋風装（せんぷうそう）」と「折本

（おりほん）（経折装）」について，両形式の構
造的特徴と造形理念の異同を明らかにし，それ
らの歴史的装丁形式が異なる社会的背景，宗教
儀礼，読書文化のもとでいかに受容・再創造さ
れたかについて考察する。また，巻軸装から冊
頁装への発展過程を明確にし，両形式に内在す
る文化的象徴性と造形的価値を解明する。その
際，本稿では，中国に現存する旋風装の代表例
である『刊謬補缺切韻（4）』（旋風装）および日
中両地域に伝存する『妙法蓮華経』（以下『法
華経』）（5）折本（経折装）を中心的資料として
取り上げ，文献考証・図像分析・実物比較を基
盤としながら，書籍の寸法比率，装丁技法など
を量的に整理・分析する。
　なお，本稿で触れられる「旋風装」について
あらかじめ若干断っておきたいことがある。確
かに日中いずれの場合にも同様に「旋風」とい
う語が用いられてはいるものの，それぞれが指
し示す形には幾分差異が認められる。まず，中
国書誌学において「旋風装（別称・龍鱗装 /
竜鱗装 / 旋風葉装（6））」とは，巻子装の外形を
保ちながら，内部に単葉の料紙を一葉ずつ位置
をずらして貼り付けることによって構成される
装丁形式を指す。それに対して，日本書誌学に
おいて「旋風装（別称・旋風葉）」は，折本の
前後の表紙と背の部分を連続させ，本紙を背か
ら包むようにした装丁形式を意味する。そこで
本稿では，必要に応じて，中国の文脈において
は「旋風装（龍鱗装）」，日本の文脈においては

「旋風装（旋風葉）」と表記し，両者を区別した
上で，その異同について検討する。
　ここで，「折本（経折装）」とは，紙を横方向
に貼り継ぎ，山折り・谷折りを繰り返して蛇腹

5．装丁構造と文化的受容の考察
　5.1　旋風装の文化受容の考察
　5.2　折本（経折装）の文化受容の考察
　5.3　日中の比較と文化的受容
6．結論と今後の課題
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状に折り畳むことによって成立する装丁形式を
指す。日本では一般に「折本（7）」と呼ばれ，
中国では主として「経折装（折本）（8）」と称さ
れる。ただし，具体的な用途・寸法・製作技法
には地域差および時代差が認められるため，本
稿では必要に応じて両者を区別しつつ，「折本

（経折装）」と併記する。

2．先行研究の分析

　本節では，本研究の目的に鑑み，当該テーマ
に関する先行研究を二つの領域に整理して分析
する。すなわち，①旋風装・折本（経折装）を
含む日中歴史的装丁史および書誌学に関する研
究，②旋風装・折本（経折装）に関する個別的
研究である。それを通して，本研究の意義や位
置付けを明確にする。

2.1　歴史的装丁形式に関する研究
　歴史的装丁形式の研究は本来，書誌学・文献
学・版本学といった学術分野において展開され
てきた。初期の研究では，古典籍の版本の系
譜，書体の特徴，装丁方法など，技術的な側面
に焦点が当てられていた。20 世紀後半以降，
旋風装・折本（経折装）を含む装丁形式や用紙
・製本・保存の実践に関する研究が学術領域と
して体系化され，書物の外形構造や装丁形式，
流通過程が歴史的・文化的文脈の中で分析され
るようになった。

2.1.1　中国における歴史的装丁形式の研究
　中国国内においては，歴史的装丁の発展や構
造分析などに関する研究が比較的豊富に蓄積さ

れている。「中国伝統書籍装丁」や「古代装丁」
などのキーワードを用いてインターネット上で
検索すると，関連文献の数は年々増加しており

（図 1），歴史的装丁研究が持続的な上昇傾向に
あることが確認される。これらの中で，「歴史
的装丁」「装丁芸術」といった総論的研究に加
え，特定の装丁形式を対象とする研究の中で最
も多く論じられているのが旋風装および折本

（経折装）である（図 2）。このことは，旋風装
および折本（経折装）が，歴史的装丁形式の研
究において重要な位置を占めていることを，あ
らためて示している。
　この中で本研究と関連性の高い研究論文とし
ては，「『装丁』から『デザイン』へ―中国古書
の装丁における伝統的な美学思想と現代的な意
味」（李根蔓 2024）があり，研究書としては

『中国書籍装丁四千年芸術史』（楊永徳・蒋潔 
2013），『歴代書籍装丁芸術』（李明君 2009），

『中国古代書籍史』（李致忠 2003）などが挙げ
られる。
　まず，美学者である李根蔓は，上記の論考に
おいて，折本（経折装）を伝統美学思想と技芸
が融合した総合芸術として位置づけるととも
に，儒教・道教を基盤とする美学思想が，書籍
の制作や使用における美意識や感受性に影響を
与えたと論じている（李 2024, p.64）。とりわ
け，書籍装丁を人と物との相互作用の中で捉
え，読書における姿勢や書写行為の変容と書籍
形式との関係に言及している点は注目に値する

（同書 , p.65）。
　しかしながら，本論にとって有益な文化的・
美学的な視座が提示される一方で，具体的な事
例に即しての分析には限りがあり，とりわけ読

図１　歴史的装丁に関する論文の全体的傾向分析
中国知網（CNKI：中国科学院文献情報センターが運営する学術データベース）より引用（2025.10.1）。
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書形式や書籍用途の変容，ならびに仏教経典や
韻書などの文化的背景および用途・機能的要請
が旋風装（龍鱗装）や折本の成立および発展に
いかに具体的な影響を及ぼしたのかについて
は，なお十分には明らかにされていない。
　次に，楊永徳・蒋潔による『中国書籍装丁
四千年芸術史』（2013）は，書籍の形態を「初
期形態―正規形態―冊子形態」の三段階として
整理し，その発展過程を示した点に特徴があ
る。その際，「旋風装（龍鱗装）」を巻物形式と
冊子形式の中間に位置する過渡的な装丁形式と
して位置付ける（楊・蒋 2013, p.50）一方，そ
れが巻物形式の保存性と冊子形式の可読性を併
せ持つものであったとし，その代表的な例とし
て唐代の『刊謬補缺切韻』を挙げている（同
書， p.50）。さらに，経折装を仏教経典の正統
的装丁として位置づけてもいる（同書 , p.57）。
　ここで，『刊謬補缺切韻』という具体例の提
示は，旋風装（龍鱗装）の成立過程やその背景
要因を検討するうえで，重要な手がかりを与え
るものとして評価できる。また，経折装を仏教
経典の正統的装丁として位置づけている点は，
折本（経折装）が特定の宗教的文脈の中でどの
ように受容され，定着していったのかを理解す
る上で，有益な示唆を与えるものである。しか
しながら，上記の研究において挙げられている
仏教経典を中心とする折本（経折装）の諸例に
ついては，その構造的特徴や造形上の共通性を

含め，なお検討の余地が残されている。さら
に，旋風装については外観上の特徴や機能に関
する説明はなされているものの，具体的な構造
や製作工程に踏み込んだ検討は，なお限定的で
ある。
　これに対して，潘美娣による『古籍修復と装
丁（増補版）』（2013）は，理論的枠組みの構築
よりも，古籍修復の現場における実際の製作技
術やコストの問題に着目した研究である。とり
わけ，敦煌文献に見られる経典類の修復事例を
通じて，経折装や旋風装（龍鱗装）に用いられ
る具体的な道具や工程を詳細に示し，装丁を構
成する構造要素を把握することの重要性を明ら
かにしている。これらの具体的な修復事例の提
示は，旋風装および折本（経折装）の構造を実
証的に把握するための基礎的資料を提供してお
り，本研究における装丁構造の分析にとって重
要な参考となる。これに対して，本書の関心は
主として修復実務の方法論に置かれており，折
本（経折装）や旋風装の形成過程や構造の背
景，さらには装丁形式の差異を生み出した社会
的・文化的要因についての理論的・歴史的検討
は，必ずしも中心的な課題とはされていない。
　以上のように，中国における歴史的装丁形式
の研究は，装丁形式の位置づけや外観上の特
徴，機能的な特徴の整理に重点が置かれてお
り，具体的な古籍資料に即した構造的分析や，
造形理念を社会的・文化的背景と結びつけて検

図 2　歴史的装丁に関する主題要素の分析
中国知網 (CNKI：中国科学院文献情報センターが運営する学術データベース ) より引用（2025.10.1）。
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討する視点については，十分とはいえない。と
りわけ，旋風装および折本（経折装）に関して
は，構成や製作の在り方に踏み込んだ検討が限
定的であり，形式の成立過程や意味生成の側面
については検討の余地が残されている。そこで
本研究では，こうした先行研究の成果を踏まえ
つつ，旋風装および折本（経折装）に関する具
体的な古籍を対象として，その構成や装丁の在
り方を検討し，構造および造形理念の観点か
ら，より詳細な分析を行う。

2.1.2　日本における歴史的装丁形式の研究
　近年，日本においても，旋風装・折本を含む
歴史的装丁に関する研究は着実に蓄積されつつ
ある。とりわけ重要な研究として，たとえば，
吉野敏武の論文「古文書古典籍の装丁形態と料
紙及び修補作業」（2008），書誌学者・堀川貴司
による『書誌学入門 古典籍を見る・知る・ 読
む』（2010），佐々木孝浩『日本古典書誌学論』

（2016）などが挙げられる。これらの研究では，
旋風装・折本が図版とともに整理されており，
書誌学的観点から旋風装・折本を含む古典籍の
形式や用語が論じられている。その一方で，主
として書誌学的整理に重点が置かれることで，
個別の装丁形式に即した構造分析や造形理念の
分析については，なお検討の余地を残してい
る。佐々木自身，装丁の格式や本文の種類との
関係，改装の様態などといったテーマがこれま
で，十分に顧みられてこなかったことを指摘
している（佐々木 2016, p.28）。では，以下に，
上記の研究に立って検討してみたい。
　まず，吉野敏武の論文「古文書古典籍の装丁
形態と料紙及び修補作業」（2008）は，宮内庁
書陵部での修補実践を踏まえ，巻子本・（折本）
経折装・粘葉装（9）といった多様な装丁形式を
実証的に分析したものである。折本の具体例と
して挙げられる『法華経』如来寿量品第十六な
どに関して，料紙の加工技術と装丁構造との関
係を明確に示した点は，実践的研究として大き
な意義を有している。その反面，分析の焦点は
技術的側面に置かれており，造形的意図や文化
的文脈に関する考察は限定的である。
　佐々木孝浩の『日本古典書誌学論』（2016）

によれば，日本における書物文化は，漢字の故
郷である中国の影響を強く受け継いでいる

（佐々木 2016, p.8）。つまり，日本の古典書籍
の装丁形式や書物に関する観念は，中国の書物
の形式を摂取したうえで独自に展開した成果で
あるという。佐々木は，その上で，装丁形式と
そこに収められる作品の内容との相関関係を重
視し，さらに書物形態が作品に影響を及ぼしう
る可能性についても論じている（同書 , p.28）。
加えて，日本において 13 世紀以降折本が圧倒
的に多くなり，古い巻子装の写経が折本に改装
される事例を挙げ，折本が宗教的実践に適した
機能性をもつ装丁として受容されたことを述べ
ている（同書 , p.12）。もっとも，佐々木の議
論は，主として日本国内における装丁分類とそ
の使用傾向の分析に基づくものであり，折本

（経折装）の具体的な構造分析や，実際に装丁
が作品内容にどのような影響を及ぼしたのかに
ついては十分に示していない。旋風葉との構造
比較や受容関係についても直接的には論じられ
ておらず，本研究で扱う両形式の比較検討に関
しては，さらなる補足が必要である。

2.2　旋風装および折本（経折装）に関する
研究

　歴史的装丁一般だけでなく，旋風装および折
本（経折装）に関する個別研究も増えてきてい
る。その中では，高田時雄の「旋風装は日本に
行われたか」（2003）や李珂の「経折装写本装
丁修復研究と実践―〈五月五日午時書四海竜王
進宝味〉を例として―」（2023），さらには杜偉
生の「敦煌遺書の装丁から見た『旋風装』」

（1997），方俊琦の「古籍における『旋風装』の
変遷探微」（2009）などが特に注目に値する。
以下，それぞれについて吟味してみたい。
　高田時雄の論考は，東アジア書籍史および装
丁文化の伝播を視野に入れ，中国における「旋
風装」の起源・構造・受容を検討している点で
有益である。高田は，旋風装を「巻軸装の外観
を保持しつつ，右から左へ折り畳む構造をもつ
中間的形式」と位置づけている（高田 2003, 
p.2）。同時に，日本において当該形式の実例は
確認されていないものの，江戸期の国学者・屋
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代弘賢や，明治から大正期にかけて活動した書
誌学者・島田翰らが，文献に基づき，旋風装に
類似する装丁形式について言及している（高田
2003, p.3）。そこでは，旋風装の葉は，前後の
表紙部分のみを貼り合わせ，中間の書葉は糊付
けされていないため，すべての葉を展開すると
風にはためくような状態を呈する装丁であると
説明しているという（前掲論文 , p.2）。さらに，
高田は，中国における書物の装丁形式が巻軸装
から冊子へと移行する，まさにその過渡期に，
奈良・平安期の日本人留学生や僧侶が唐に渡
り，現地でそれらの書物に接していたという歴
史的状況にも着目している。もっとも，高田の
研究は主として文献記述と形式的把握に基づく
ものであり，旋風装の具体的な構造分析や造形
的比較，さらには文化的受容の差異に踏み込ん
だ検討については，今後の課題として残されて
いる。
　次に，李珂の論文は，古籍が本来もつ外観や
風合いを可能な限り保持しつつ，実際に使用で
きる書物としての機能を高めるべく行われた修
復の実例を示したものである。そこでは，経折
装の起源や基本的な構造の特性，ならびに仏典
を中心とする古典籍の装丁形式が歴史的に整理
されており，折本（経折装）を理解するための
基礎的な資料が提供されている点で有益であ
る。一方で，その分析は主として形式や機能の
説明に重点が置かれており，従来の文献中心の
経折装研究を実務的・ 技術的次元における研
究で補った点は評価されるものであるが，造形
構造や文化的象徴性の分析については限定的で
あり，比較検討も行われていない。
　杜偉生の研究は，英仏両国に所蔵される敦煌
遺書の調査に基づいたものである。その中で杜
は，蝶装（10）および折本（経折装）は旋風装と
して位置づけるべきではないと論じ（杜 1997, 
p.182），古典籍に見られる旋風装に関する記述
を整理・検討している。その議論は，いわゆる

「旋風装」を蝶装や折本（経折装）と区別して
捉 え る 視 点 を 提 示 し て お り（ 前 掲 論 文，
p.188），本研究の分析に対して重要な示唆を与
えるものである。しかしながら，同研究におい
ては，旋風装の構成頁を指す用語である「旋風

葉」や「葉子」が，もっぱら装丁構造との対応
関係に重きを置いて解釈されており，それらが
同時に書籍の使用機能や閲覧経験を表す語とし
ても用いられていた可能性については，十分に
吟味されているとは言い難い。
　方俊琦は，「旋風装」を複数の装丁形態を内
包する過渡的な古籍形制として捉え，その歴史
的展開の過程において，旋風巻子（巻軸を基底
とする形態），旋風葉（書葉が散頁あるいは半
固定の状態にある形態），および旋風冊子（す
なわち折本／経折装）といった異なる形態が併
存していた可能性を指摘していて興味深い（方 
2009, p.51）。同研究は，旋風巻子，旋風葉，旋
風冊子がそれぞれ社会的流通，ならびに政治的
な目的で用いられた文書の呈進といった異なる
使用環境および機能的要請に対応して形成され
たことを明らかにし，装丁形式の変化が単なる
形式的推移ではなく，使用状況の変化に応答す
る過程であったことを明らかにしている（前掲
論文，p.52）。このような視点は，「装丁」を

「いかに使用され，いかなる環境に置かれてい
たのか」という歴史的文脈の中に位置づけ直す
ものであり，本研究が構造および造形理念の観
点から議論を展開する際，必要となる枠組みを
与えてくれている。
　一方で，折本（経折装）を「旋風装」の概念
の下に全面的に包摂することは，折本（経折
装）が有してきた宗教的・制度的背景や文化的
認識における相対的な独立性を弱めるおそれが
ある。装丁形式における機能的あるいは構造的
な連続性が，直ちに装丁名称の概念的統合を意
味するとは限らず，仮に機能的類似性のみを根
拠として命名を統合するならば，「旋風装」と
いう概念は過度に拡張され，分析概念としての
精度を損なう可能性がある。したがって，旋風
装と折本（経折装）との関係については，両者
の形態的連関を認めつつも，具体的事例に即し
て，その構造的特質および造形理念をより精緻
に検討する必要があると考えられる。

2.3　まとめ
　以上の先行研究を総合すると，歴史的装丁形
式に関する既存の研究成果は，形式上の分類や
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歴史的考証の面で豊かな蓄積を示している。と
りわけ，李根蔓（2024）は，折本（経折装）を
文化的・美学的観点から捉えており，佐々木

（2016）や堀川（2010）も，書誌学的観点から
装丁形式の整理を行っている。これらの研究は
いずれも，装丁形式の歴史的展開や構造的特質
を理解する上で重要な基礎を提供している。そ
の一方で，これらの研究の多くは，装丁形式の
分類や機能的特徴の整理に重点を置く傾向が強
く，個々の装丁形式に即した構造分析と造形理
念を統合的に考察する視点は，なお十分に深化
しているとはいえない。
　また，旋風装および折本（経折装）について
の 専 門 研 究 に 関 し て は， 高 田（2003）， 杜

（1997），方（2009）らにより，形態的連関や歴
史的変遷が論じられている。しかしながら，両
者の構造的特質および造形理念を比較し，それ
ぞれの形式が異なる文化的文脈の中でどのよう
に受容され，変容したのかを具体的資料に基づ
いて検討した研究となると，現段階では限定的
である。
　以上の点を踏まえ，本研究では，これまでの
先行研究を補うアプローチとして，旋風装およ
び折本（経折装）に関する具体的な古籍資料を
対象としつつ，その構造的特徴の分析を拠り所
としながら，そこからさらに一歩踏み込んで，
それぞれの造形理念および文化的背景との関係
にも目を向け，両形式がいかなる要因のもとで
形態的変容を遂げたのかを明らかにする。

3．歴史的装丁形式の展開と折本（経折装）・旋
風装の形成

　すでに述べたように，唐から宋にかけての時
代，中国の歴史的装丁は巻物形式から冊子形式
に至る転換期を迎えた。そして，そこでの革新
にあたっては，隋唐時代における製紙術の改良
が重要な役割を果たしたことが示唆されている

（劉 2006, p.79）。この時期は日本の平安時代と
ほぼ重なっており，遣唐使を通じて多くの典籍
や製本技術が日本に請来された。
　平安時代に先立つ飛鳥時代（593 年‒694 年）
から奈良時代（710 年‒794 年）にかけての時代

は，唐代の政治制度や文化が体系的に受容され
展開する。この時期の文化は「唐風文化」と称
されている。続く平安時代は，唐風文化を基盤
としながら，次第に日本的特色をもつ「国風文
化」および「院政期文化」が展開する。このこ
とから，両国の装丁様式における異同を明らか
にするためには，とりわけ平安時代における日
本および同時期の中国の代表的な装丁形式を明
確にし，その発展の過程における変容のあり方
を考察することが重要になってくる。

3.1　日本における装丁形式の起源と展開
　平安時代末の 12 世紀から鎌倉時代の 13 世紀
頃にかけて，日本では唐風文化の受容を基盤と
しつつ（陳 2017, p.52），和紙の発達，仮名文
字の普及，文学・宗教活動の展開などを背景
に，書物の構造と形式に関してもさまざまな変
化がみられる。
　奈良時代から平安初期にかけての主流は巻子
装であった。これは，紙を横方向に貼り継ぎ，
末端を軸に糊付けして巻き取る構造を持つ装丁
である。それ自体としては中国の帛書（11）や仏
典装丁に由来し，仏教経典・儒書・法典・文学
作品などがこの形式で日本にもたらされたこと
がその普及の背景にある。『論語総略（12）』や

『注千字文（13）』，『金光明最勝王経（14）』とい
った書物がその例として挙げられる。
　日本においては，この装丁形式が「権威的な
書物の形」として受容され，巻子という形態そ
のものに「神秘性」や「権威性」が見出された

（堀川 2010, p.28）。このような特性から，巻子
装は公式文書や儀礼文書の装丁として長期にわ
たり用いられ続けたと考えられる。
　たとえば，平安時代から室町時代にかけて作
成された東寺関係文書（15）には，巻子装による
文書が多数含まれており，宗教的・公的文書に
おける巻子装使用に関する具体的な現存資料と
なっている。巻子は，開巻の際，巻頭を両手で
整えながら慎重に広げ，左右の手で巻きを均等
に送り出して目的の箇所へ進むという段階的な
動作が必要となる。欧陽麗が述べるように，歴
史的書籍における翻閲行為は，人と書物との相
互作用を伴う動態的過程として理解することが
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でき（欧 2010, p.85），巻子装においても，こ
うした閲覧行為そのものが一定の儀礼性を形成
していた可能性がある。すぐに目的の箇所を開
けないという不便さはあったものの，その点が
かえって「秘伝性」や「荘厳性」を生み，権威
の象徴として機能したと考えられる。
　そうした中，巻子装を一定幅で折り畳み，前
後の表紙を一枚紙で接続するという旋風装（旋
風葉）が新たに出現した（高田 2003, p.112）。
この形式は，巻子装の連続性を保ちながらも，
展開可能であり，閲覧性と保存性を兼ね備えた
装丁形式であった。
　折本（経折装）においては，巻子装に伴う翻
読や携帯の不便さがより一層改善された。ま
た，古くは巻子装で製作された写経のなかに
も，折本形式の刷経が一般化する時期になると
折本へ改装されるものが現れた（佐々木 2006, 
p.12）。それゆえ，中国同様，日本においても
折本形式の書物が広く受容されるようになっ
た。このような折本形式の受容には，携帯性や
閲覧性といった実用的利点のみならず，当時の
社会的背景や宗教儀礼，さらには読書文化の変
容も深く関係していたと考えられる。また，こ
うした受容の拡大は，折本そのものの形態や使
用材料，装丁構造の変化にも影響を及ぼした可
能性があると考えられる。
　続いて，新たな装丁形式として粘葉装が成立
する。粘葉装は，縦に二つ折りした紙を同じ向
きに重ね，折目の内側を糊付けして貼り継ぐ方
法である（16）。この構造によって，旋風装（旋
風葉）や折本に生じやすかった紙葉の摩耗や破
損の問題は，一定程度軽減されたとみられる。
これは，折本のように紙葉を繰り返し折り畳む
必要がなく，折目部分への負荷が比較的少なか
ったためである。国文学研究者の神作研一によ
れば，日本に現存する最古の粘葉装本は，空海
が唐から持ち帰った『三十帖策子』（大同元年
806 年）であり（17）（神作 2017, p.11），現在は
仁和寺に所蔵されている（18）。この形式は，折
目の内側を糊付けして貼り継ぐ構造をとるた
め，製作において作業が比較的容易であり，装
丁も簡便で，冊子の分量調整もしやすい形式で
あったと考えられる。しかし，粘葉装は糊を多

用する構造であるため，虫害に弱いという欠点
も挙げられている（堀川 2010, p.30）。これに
対して，大和綴（やまととじ）は，糊の使用を
比較的抑え，糸によって綴じる形式であるた
め，虫害の原因となる糊の使用をある程度避け
ることができたと考えられる。また，糸が切れ
た場合にも交換が可能であったことから，構造
上，維持・補修の面において一定の利点を有し
ていた可能性がある。
　大和綴（やまととじ）は，右側の背近くに四
つの穴を開け，二つずつを組にして表で平結び
を行い，糸端を意図的に余らせて装飾とする点
に特色がある（山中 2013, p.4）。それは，和風
文化の成熟を象徴する装丁形式である。単に技
術的改良にとどまらず，紙の「右綴じ」「見開
きの左右均衡」「縦構成の美意識」といった日
本特有の造形理念が体現されている（王 2021, 
p.9）。平安中期にはすでに用いられていたと推
定され，『紫式部日記』などの記述からもその
存在が窺える（19）（陳 2017, p.52）。もっとも，

「大和綴」という呼称は歴史的に指示内容が一
定しておらず，列帖装（綴葉装）を指す場合も
あれば，結び綴じ形式を指す場合もある（井上 
1999, p.582）。したがって，本稿では両者を区
別して用いる。
　一方，列帖装（れっじょうそう / 綴葉装）
は，数枚の料紙を重ねて二つ折りとした帖を複
数列ね，折り目に綴じ穴を設けて糸で綴じ合わ
せる装訂形式であり，綴じ糸の結び目を内側に
収める点に特色がある。平安時代の元永本『古
今和歌集』，鎌倉初期の藤原定家筆『更級日記』
もこの装丁で，江戸期に至るまで多く行われ
た。（井上 1999, p.609）平安後期から鎌倉初期
にかけて，列帖装（綴葉装）は和歌・物語・随
筆などの文芸作品に多用され，書物が単なる知
識媒体から美的対象へと変化する契機となっ
た。こうした点を踏まえると，装飾的な綴糸は
書物における美術的表現の一部として機能して
いたと理解できる。
　以上のように，日本における装丁形式は，各
時代の用途や文化的要請に応じて変化し，多様
な形式が併存するようになった。こうした歴史
的展開は，次節以降で折本や旋風装がどのよう
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に受容・変形されるかを考察するうえで，重要
な前提となる。

3.2　中国における装丁形式の起源と展開
　中国における書籍の歴史は三千年以上に及
ぶ。最初の正式な書籍は簡冊であり，殷商時代
の後期（紀元前 13 世紀頃）に登場した。その
後，絹帛，巻物装，経折装，蝶装，包背装，線
装など，さまざまな装丁形式が発展してきた。
こうした書籍の装丁形式は，材料や環境，利便
性の影響を受けて絶えず変化してきた。最初は
竹を材料とした簡冊から始まり，その後，絹帛
や紙の使用にともなって，装丁形式は巻物へと
発展したとされる（錢 2004, p.35）。さらに，
元興元年（105 年）に蔡倫によって製紙技術が
確立されて（20）以来，紙の普及と印刷技術の発
展に伴い，巻物から冊子形式へと進化した。印
刷技術の進歩により，書籍の装丁は何度も変化
を重ね，次第に完成度を高めていった。本稿で
は，書物構造の変化という観点から，中国にお
ける代表的な装訂形式を，簡冊・巻物・冊子形
式という三つの発展段階に整理したうえで概観
する。

3.2.1　簡冊
　簡は，亀甲を元に作られた中国最古の書籍形
式で，漢字を龜甲や竹片に記録したものである

（錢 2004, p.10）。その後，竹片を糸で連ねて
「簡冊（21）」と呼ばれる形式が生まれた。この方
法は，書籍の性質に適しており，後世の装丁に
大きな影響を及ぼしたとみられる。

3.2.2　巻物形式
　後漢の蔡倫による製紙技術の確立以降，紙の
使用は次第に普及した。絹や紙の普及に伴い，
それらは書写材料として次第に竹簡に取って代
わるようになった（楊・蒋 2013, p.45）。簡は
絹帛や紙の物性に適応しきれなくなり，これに
対応するかたちで，柔軟で収納しやすい特徴を
持つ巻子形式が発展していったと考えられる。
さらに，東晋末年（4 世紀末 － 5 世紀初）にな
ると，「廃簡，用紙」の政策が実施され，紙は
軽量性や低廉性といった特性を背景に，他の材

料に代わる主要な書写材料として定着していっ
た。こうした巻物形式には，巻子を基盤とする
装丁形式として，巻子装および旋風装（龍鱗
装）が含まれる。
　唐代（7 世紀末 － 8 世紀中葉）になると，仏
教文化の隆盛により仏教経典の需要が急増した

（李 2024, p.64）。しかし，巻子装は内容の増加
に伴って全体が長大化し，展開や翻読の操作に
一定の制約を伴う形式であった。このような構
造的特性を背景として，旋風装（龍鱗装）が生
まれた。

3.2.3　冊子形式
　冊子形式には，折本（経折装），蝶装，包背
装，線装などが含まれ，いずれも方形の冊本を
基本とする形態である。
　木版印刷の発明（8 世紀頃）は書籍生産の効
率化をもたらし，書物の普及を大きく促進した

（邱 1984, p.47）。一方，唐代中期以降（8 世紀
中葉以降）になると，旋風装（龍鱗装）よりも
携帯・閲覧・保存に適した折本（経折装）が広
まる。晚唐（9 世紀前半－中葉）になると，折
本（経折装）は改良されて，さらに読みやす
く，保存しやすい蝶装が誕生した。蝶装は構造
が複雑で製作が難しかったため，元代には文字
面を外側にして糸で結びつける包背装が生まれ
た。線装は包背装の技術を発展させたもので，
封面や封底に紙を追加することで装飾性と耐久
性を高めた。これらの形式は，中国歴史的装丁
文化の発展を象徴するものである。
　以上を踏まえ，代表的な装丁形式について整
理を行った（図 3）。
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　このように，中国における装丁形式は，簡冊
から巻物，さらに折本・蝶装・包背装・線装へ
と連続的に展開し，素材・印刷技術・需要の変
化を背景に，多様な冊子体が成立していった。
この変遷の中で，巻物から冊子形式への転換を
象徴する代表的な装丁として位置づけられるの
が，本研究で取り上げる旋風装と折本（経折
装）なのである。

3.3　旋風装と折本（経折装）の形成と分析
　以上の比較整理を踏まえ，旋風装と折本（経

折装）を主要な分析対象とし，その形成と歴史
的展開を視野に入れつつその構造的変化につい
て考察する。

3.3.1　旋風装の形成と分析
　旋風装の形成背景には，唐代の文芸文化の興
隆がある。詩歌や韻書が盛行し，膨大な語彙や
典故を正確に参照する必要が生じた。しかし，
詩文や経書の内容が増えた場合，それらをすべ
て巻物形式で仕立てようとすると，書巻全体の
長さが著しく増大することになる。加えて，巻

図 3　中国歴史的装丁の特徴
作成筆者（2025）
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物は制作過程において紙葉の両端に軸を付し，
さらに絹や布などを用いて装裱・補強されるこ
とが多いため，展開や翻読が煩雑になるだけで
なく，携帯や保管の面でも不便であった。この
ような使用上の制約に対応するかたちで，長篇
テクストの閲覧や携帯を可能にする装丁形式と
して旋風装が生まれた。旋風装は，内頁を規則
的に並べた形式で，読む際に最後まで巻き戻す
必要がなく，利便性が著しく向上した。
　現存する実物資料としては，唐代の王仁昫に
よる『刊謬補缺切韻』（706 年 故宮博物院蔵）

（図 4）であり，これは旋風装（龍鱗装）の典
型構造を示す貴重な資料である。
　日本における旋風装（旋風葉）は，折本の前
後の表紙を一枚の紙または布で貼り合わせ，全
体を包み込むようにした構造を持ち，他の部分
は折りたたんだまま，背から独立している。そ
のため，風に煽られて頁が翻る様子からこの名
が付いたといわれる（23）（図 5）。
　ちなみに，日本でこの旋風装（旋風葉）とい
う用語が初めて用いられたのは，かなり後の
1903 年（明治 36 年）のことであるという。漢
学者で書誌学者でもあった島田翰は『漢籍善本

考』において次のように述べている。「巻子の
制は一事を探すごとに展開するのが煩雑である
ため，後世において巻子を折り畳んで冊子とし
た。その形，旋風のごとし」（24）。ここから，旋
風装（旋風葉）が巻子装と折本の性質を併せ持
つ中間的形態として理解されていたことが分か
る。旋風装（旋風葉）は，一枚の紙葉を単位と
して折り畳む形式をとり，前後の表紙部分のみ
を相互に貼り合わせ，中間の書葉は固定されて
いないという構造的特徴を有している。 構造
原理の観点から見ると，日本の旋風装（旋風
葉）は折り畳みと展開を基本とし，書葉が連続
的に展開され，かつ反復的に折り畳まれる可逆
性を重視する構造を備えており，明確な「折り
畳み式ページ」を示している。これに対して，
中国における蝶装および包背装（図 3）は，す
でに冊子形式の体系に属し，頁背を糊付けする
ことによって書葉全体を固定することを基本原
理とするため，その構造は，旋風装（旋風葉）
とは構造原理が異なる。
　以上の点を踏まえると，日本の旋風装（旋風
葉）を「巻子装―折本（経折装）」という形式
的系譜の中に位置づけて理解することは，構造

図 4　『刊謬補缺切韻』
故宮博物院公式サイト（22）（2008）

図 5　日本における旋風装の形態図
作成筆者（2025）
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特性，および造形理念のいずれの側面において
も，より妥当であるといえる。すなわち，日本
の旋風装（旋風葉）は，唐宋期における「葉子（25）」
概念や巻子装から冊子装への転換期のコンセプ
トを吸収し，和紙の柔軟性と折畳文化に基づい
て再構成された造形的形式であることが理解さ
れる。
　いずれにしても，旋風装は，物理的には巻物
と冊子の中間に位置し，造形的には「連続」と

「分節」を同時に表す構造であり，書物の構造
美を理解する上で欠かせない存在である。日本
の旋風装（旋風葉）は，唐代の原型を直接継承
したものではなく，素材特性や折本文化を背景
として形成された，独自の素材感覚と造形意識
を反映した発展形式であるが，それでもなお，
旋風装という形式は日中両国における「冊子化
への移行」を象徴する重要な装丁様式として位
置づけられる。

3.3.2　折本（経折装）の形成と分析
　折本（経折装）の起源は，東晋（4 世紀）以
前の折畳式写本にまで遡ることができる。しか
しながら，清代（17 世紀）以前の文献には「経
折装」という語は見られず，「叠紙」「折子」

「折本」「手折子」「梵夾」など多様な呼称が用
いられていた（方 2023, p.33）。唐宋時代の詩
文にもその存在を示す記述があり，たとえば宋
代の羅璧（1244 年―1309 年）による書「識遺」
には「古人書不多而精審，作冊亦不解線縫，只
叠紙成巻（古人は書物が多くはなく，その制作
も精緻であった。冊子を作るにあたっても線で
綴じることはせず，ただ紙を折り重ねて巻物と
した。）」とある。これらはいずれも，折畳構造
の初期的形態を反映している。さらに，敦煌遺
書に残る多数の仏教写経にも折畳式の断簡とし
て確認されており，折畳式の実用性と宗教性を
裏付けるものとなっている（張 1953, p.69）。
　このような折畳構造は，巻子装の連続性を保
持しながら，携帯性や閲覧性を高める点に特色
があったとみられる。すなわち，巻軸を用いず
一定幅で折り畳むことにより，開閉や収納の利
便性が向上し，後の折本形式へと展開していっ
たと考えられる。

　日本ではこの形式を「折本」と称している。
用紙を糊で貼り継ぎ，文字を書写したのち，一
定の幅で折り畳んで収納する構造を持ち，その
原理は巻子本と同一でありながら，巻軸を折り
込むことで開閉の煩わしさを解消したものであ
る。実際，13 世紀以降，折本の増加と刷経の
普及が指摘されている（佐々木 2016, p.12）。
折本の増加が刷経の普及と結びついているの
は，折本が巻子装に比べて携帯性・閲覧性に優
れ，仏教経典の誦読や流通に適した形式であっ
たためである。それは，折本の用途として仏教
経典や書道手本が挙げられていることからも明
らかである（堀川 2010, p.28）。さらに，平安
時代に入ると，『法華経』や『金光明最勝王経』
などの写本が次々と制作されていたことが，現
存資料によって確認される（26）。
　以上の検討から，折本（経折装）は，巻子装
の構造的連続性を継承しつつ，折畳によって閲
覧性・携帯性・収納性を高めた装丁形式であっ
たといえる。なお，宗教的実践や流通の拡大に
も対応しうる形式として，日本において広く受
容されたことが考えられる。一方，旋風装と折
本はいずれも巻子装から冊子化へ向かう過渡的
形式として位置づけられるが，その構造原理や
使用場面にはそれぞれ異なる特徴が認められ
る。以上を踏まえ，次章では，そうした折本と
旋風装の具体的事例として『刊謬補缺切韻』お
よび『法華経』諸本を取り上げ，その構造的特
徴，使用機能，および造形的特質について立ち
入って検討する。

4．旋風装と折本（経折装）の分析：『刊謬補缺
切韻』と『法華経』を中心に

4.1　旋風装の分析：『刊謬補缺切韻』を中心に
　すでに上記の先行研究の分析においても触れ
た通り，旋風装については，中国においては

『刊謬補缺切韻』や敦煌遺書中の遺品が現存し
ている一方で，日本においては実物資料が確認
されておらず，主として文献記述や間接資料に
基づいて理解されている。また，代表的資料で
ある遺品とされる『刊謬補缺切韻』について
も，書誌学的記述の中で一定の特質把握はなさ
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れているものの，実物資料に基づく詳細な検討
には及んでいない。
　そこで，旋風装について理解すべく，本章で
は，現存する貴重な実例である北京故宮博物院
所蔵の唐写本『刊謬補缺切韻』に目を向ける。
本書は，唐代音韻学（言葉の音に関する研究）
の重要典籍であると同時に，その独特な旋風装
形式によって，唐宋期における書籍制度の変遷
と装丁設計思想の革新を示す資料である。
　『刊謬補缺切韻』は，一連の単葉を一定の順
序で台紙に貼り合わせることにより，外観は巻
物のようでありながら，内部は一葉ずつ繰り閲
覧できる装丁形式をもっている。その構造上の
特徴は以下の通りである。
　まず，両面書写が確認される。初葉を除き，
各葉は両面に書写され，貼り付け位置をずらす

「錯縫裱法（さくほうひょうほう）」によって順
次台紙に貼り重ねられている。このような構造
的特徴は，実用性を最優先とした装丁意識をも
反映している（王 2004, p.52）。本書は文人が
日常的に参照する音楽の参考書であり，その装
丁形式のねらいは，各頁を全面的に開示できる
だけでなく，外側にわずかに残る縁に見出しや
標識を書き入れることも可能であり，そのこと

によって検索を容易にし，さらに携帯性の向上
をはかることにあった。錯縫裱法により，読者
は展開状態のまま二頁を同時に閲覧でき，巻軸
の開閉を繰り返す手間を省くことができた。こ
こに「巻物の形」と「冊子の便」を兼ね備えた
構造的融合が見られる。
　王淮珠による『刊謬補缺切韻』についての詳
細な分析からも，初葉に施される特別な処理を
読み取ることができる。すなわち，初葉は片面
のみに書写され，次葉の「頭縫（とうほう）（27)」
部分に直接接続される構造をとる（王 2004, 
pp.122‒136）。この部分は視覚的にも構造的に
も書物の始まりを明確に示し，巻軸装における

「引首（いんしゅ）」の機能を保持しつつ，初葉
と次葉を並置することで冊子体の「並視・連
読」構造を先駆的に実現している。以下の図 6
において，王の説明に基づき（王 2004, p.129），
旋風装の内部構造を図示している。この「初葉
によって全体を定める」という考え方は，近代
書籍デザインにおける「表紙－扉頁－本文」と
いう構成論理とも理念的に高い親和性がある。
すなわち，書物の冒頭部分によって読者の視線
や読書導線を方向づけ，全体の印象を形成する
という点において，両者には共通した構成意識

図 6　旋風装の構造模式図
作成筆者（2022）
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が認められる。
　この，『刊謬補缺切韻』においては，さらに
開閉方向の改善の可能性が模索されていたとも
考えられる。従来の巻物が右から左へ展開する
のに対し，『刊謬補缺切韻』の旋風装は左から
右へ全体を展開した後，右から左へと順に頁を
繰って閲覧する方式を採る。巻収方向もこれに
合わせて右から左へと改められ，葉口との干渉
を避けるように構造が認められる。このような
構造は，使用機能を重視する中で，装丁形式が
段階的に改変されていった結果として理解する
ことができる。

4.2　折本（経折装）の分析：『法華経』を中心に
　『法華経』は，漢伝仏教において最も影響力
の大きい経典の一つであったとされる。そし
て，その装丁形式は巻軸装を経て経折装へと体
系的に変化してきたことが示されている（王 
2004, p.135）。
　折本（経折装）が主として仏典を中心に発展
したことを踏まえると，広く流布し，多様な書
写形式を示す『法華経』は，折本（経折装）を
考察する上で典型的な資料であるといえる。

『法華経』は書写・供養の功徳を繰り返し説く
内容を持つことから，日本においても，平安・
鎌倉期に頻繁に書写された経典の一つであり，
それゆえ日中の折本（経折装）を比較考察する
にあたって最も適切な資料として位置づけられ
る。この中でも，平安時代から伝わる『法華
経』第五提婆達多品第十二（11 世紀）におい
ては，すでに紙面に残る折痕や損傷の痕跡か
ら，巻軸装から折本への移行を示唆する形態的
特徴が確認されている（28）。最終的には巻軸装
に戻されたと考えられるが，その前段階に見ら
れる二部の形態的変化は，経折装成立の過程を
理解する上できわめて示唆的である。
　以上の理由から，本研究では折本（経折装）
の代表的事例として『法華経』を取り上げ，日
中双方におけるその装丁の変容と文化的意義を
検討する。日本に現存する平安・鎌倉期の経折
装資料は必ずしも多くはないが，関連する装飾
経巻や折本資料を参照することで，多角的に検
討することは可能である。

4.2.1　装丁形式と構造の分析
　『法華経』の経折装の外観の特徴を立ち入っ

表 1「中国国家珍貴古籍名録」に収録されている宋代『法華経』の装丁数量統計

「中国国家珍貴古籍名録」のデータより筆者作成（2025）。
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て分析するために，中国国家珍貴古籍名録に登
録されている唐・宋時代の『法華経』を対象に
統計をとった。その結果，確認された資料は計
29 件であり，このうち経折装は 16 件（すべて
宋代に集中）を占め，全体の約 55％に相当す
る（表 1・図 7）。
　宋代に確認された 16 件の折本（経折装）資
料について，高さのデータをもとに統計分析を
行い，折本（経折装）の高さ分布図を作成し
た。経折装の長さは内容量によって大きく異な
るため，分析対象は主として高さに限定した。
　統計結果によると，宋代の折本（経折装）の
高さは主に 26 〜 32cm の範囲に分布しており，

この範囲内の資料は全体の約 50％（8 点）を占
め，比較的一般的な標準寸法を形成している。
そのうち，22 〜 25cm の範囲は約 25％，32 〜
37cm の範囲は約 19％，18 〜 20cm の範囲は約
12％を占めている（図 8）。
　全体的に見ると，宋代の経折装は中型（26
〜 32cm）の寸法を多く採用しており，この傾
向から，当時における経折装の一定の規格化が
徐々に進行していたことが推察される。
　このような寸法上の規格化傾向は，隋唐期の
写経制度と宋代の印刷技術の双方から影響を受
けて形成されたと考えられる。こうした動き
は，雕版印刷の発達や経典の大量刊行による普
及と密接に関わっていた。一方で，枠内で一定
の変化が生じた点については，陰と許が述べる
ように，北宋熙寧元年（1068 年）以降に実施
された「官による民間刻書規制緩和政策」とも
深く関わっていた（陰・許 1991, p.218）。民間
における刻経活動の隆盛は印刷版の急増をもた
らし，その結果，経書の寸法や版式は地域や刻
印工房の差異によって多様な様相を示すように
なった（楊・蒋 2013, p.73）。そのため，経折
装の寸法は必ずしも厳格な統一基準を形成して
いたわけではないが，柔軟に対応できる余地を
残されていたといえる。このことは，基準とな
る寸法や行数の枠組みがあらかじめ共有されて
おり，その上で用途や制作条件に応じた調整が
行われていたことを示している。寸法や行数・
行間などの物理的パラメータの相対的な統一

図 7　「中国国家珍貴古籍名録」に収録されている
宋代『法華経』の装丁占比統計

「中国国家珍貴古籍名録」のデータより筆者作成
（2025）。

図 8　「中国国家珍貴古籍名録」に収録されている宋代『法華経』の折本の高さ分析
（各番号に対応する作品名は表 1 を参照）

「中国国家珍貴古籍名録」のデータより筆者作成（2025）。
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は，印刷技術と書籍制度の結合を反映してお
り，宋以降における経折装の成熟化を象徴して
いる。
　一方で，日本に現存する平安・鎌倉期の経折
装については，公開資料データベース「文化遺
産オンライン」や，和泉市久保惣記念美術館，
吉川史料館（岩国市）などの公開機関における

所蔵データから，保存状態が良好で情報が比較
的充実している参考性の高い古籍 15 例を収集
して分析をおこなった。その内訳は，『法華経』
が 2 例，『悉曇蔵』が 8 件，その他が 5 件であ
る（表 2）。
　上記の統計結果から，折本の高さは 27 ～
29cm に集中しており，全体の約 63％（10 件

表 2　平安・鎌倉時代における部分折本の数量統計

「文化遺産オンライン」，和泉市久保惣記念美術館，吉川
史料館（岩国市）の公開資料に基づき筆者作成（2025）。

図 9 平安・鎌倉時代における部分折本の高さ統計　　　
（各番号に対応する作品名は表 2 を参照）

「文化遺産オンライン」，和泉市久保惣記念美術館，吉川
史料館（岩国市）の公開資料に基づき筆者作成（2025）。
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中 6 件）を占めていることが明らかになった。
そのうち，20 ～ 25cm の中型規格が約 25％，
30cm 以上の大型書籍は約 12％にとどまる。同
時 に，「 単 紙 の 長 さ（1 葉 の 長 さ ）」 は 18 ～
19cm 区間に集中し，16cm 以下の短い規格も
一定数確認された（図 9）。
　以上の結果から，日本の折本は全体として縦
長で比例の安定した構造を示し，宋代の経折装
に比べてより細身の形態を呈していることが明
らかになった。さらに，中国の古籍と比較する
と，日本の折本は寸法比率や紙葉の構成方法に
おいて調整が加えられている。

4.2.2　材料と技法の分析
　調査の結果，金銀写本が 3 例，朱墨による刻
本が 1 例確認された。これらの材料はいずれも
高価であり，制作には長い時間と高度な技術を
要したと考えられる。たとえば，『法華経』巻
第五提婆達多品第十二には銀縁が施され，花鳥
文様が描かれている。その花鳥は本来，銀の輝
きを放ちながら経巻全体に清浄無垢な印象を与
えるものであったと推察される。
　蘇州博物館に所蔵される『法華経』は碧紙

（磁青紙）に泥金で書写されたものである。こ
の碧紙金書は唐から五代にかけて特有の形式で
あり，その書体には唐代小楷の温雅で端正な風
格がよく表れている。包首には泥金による牡丹
文（29）が描かれ，周囲には幾何文様の縁取りが
施されている（図 10）。
　金銀写本は，金・銀粉を墨とし，磁青紙を台
紙として制作されたものであり，その色彩対比

は強く，視覚的にも荘厳で厳粛な印象を与え
る。唐代の学者・高僧である釈道世（生年未詳
‒683）は『法苑珠林』において，次のように述
べる。「震旦国之一人書大毗尼蔵及修多羅蔵及
修多羅経，銀紙金書，毗尼律金紙銀書（30）（中
国である人物が，大乗戒律の蔵および経典集を
写経し，そのうち経典は銀色の紙に金字で，戒
律は金色の紙に銀字で書写されていた）」。そこ
から，すでに唐代において金銀写経の伝統が存
在していたことが分かる。磁青紙を用い，金粉
に膠を混ぜた墨で経文を記すことで，青地に金
字が映える華麗な効果を生み出し，書物の神聖
性と美的価値を同時に表現しているのである。
　一方，朱墨刻本は赤と黒の二色を用いて摺り
合わせる，機能性と芸術性を兼ね備えた革新的
な印刷技法である。近代中国の書誌学者葉徳輝
は『書林清話』（1911）において，朱印本が古
代において尊貴なものとして扱われていたこと
に言及している（葉 1911, p.30）。朱砂は当時
きわめて高価な顔料であり，その調製や摺り合
わせの工程も複雑であったため，朱墨本の制作
数は必然的に限られていた。こうした希少性ゆ
えに，朱墨本は一般の写本に比べて特に高く評
価されたと考えられる。さらに，日本では独自
の素材として雲紙が用いられた（31）。雲紙とは
藍または紫に染めた繊維を一度漉いた紙の上下
に雲状に重ね漉きするものであり，上下両面に
青色の飛沫が散るような効果が見られる。紙面
に漂う雲形の文様は天地調和を象徴的に表して
いるといえる。
　折本制作には，菩提葉・血液・金銀銅鍱など
特異な素材や技法を用いた例も見られる。戴孚
によって整理・再編された古籍『冥報記』に
は，写経に際して極めて厳格な儀礼的手順が踏
まれていたことが記されている（戴 1992, p.7）。
このような記述は，折本（経折装）においては，
書写・装丁・翻読といった一連の行為が，単な
る制作や閲覧にとどまらず，功徳を積むための
信仰実践として理解されていたことを示してい
る。また，紙質や寸法，装丁形式に対する配慮
は，経典を宗教的に荘厳する行為としての意味
を可視化する役割を果たしていたと考えられ
る。

図 10　唐五代『法華経』
（蘇州博物館）撮影筆者（2024）
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5．装丁構造と文化的受容の考察

5.1　旋風装の文化受容の考察
　すでに述べた通り，旋風装は，巻物形式から
冊子形式への移行過程における過渡的形式の典
型例である。この形式は，歴史的装丁が巻軸形
式から閲覧や操作に適した形式へと発展してい
く過程を具体的に示している。それは，「巻物」
から「冊子」への転換を促した重要な技術的試
みとして位置付けられる装丁形式であり，後世
の折本（経折装）や蝶装などの冊子形式の成立
に思想的・実践的基盤を提供することになるも
のである。
　その中でも，上記にみた故宮博物院所蔵の

『刊謬補缺切韻』は，その独特な構造によって，
装丁技術の発展史を物語る貴重な実物資料であ
ると同時に，素材・機能・伝統の三要素の間に
調和を見出そうとした古代工匠の創意を体現し
ている。
　旋風装の意義は，何よりも書物を「連続的に
巻いて読む」形式から「分葉的に繰って読む」
形式へと転換させた点にある。その可動的な構
造によって，古代の書物は初めて「視読」と

「検索」という二重の機能を備えるに至ったの
である。旋風装が採用された『刊謬補缺切韻』
にみられるように，詩文の参照や格律の確認を
目的とする字書類が，当時の知識体系を支える
基幹的な参考書として高い権威を有していたと
いう点も看過できない。旋風状に重ねられた分
葉構造は，単なる物理的な綴じ方ではなく，語
彙の階層性や条目の秩序を視覚的に表す効果を
持っていた考えられる。したがってこの装丁
は，語彙の分類・整理を重視した当時の知識文
化を反映しているだけでなく，精巧な制作と複
雑な構造を備える点において，華麗な造形を尊
ぶ時代の美的傾向とも深く関わっていたと考え
られる。つまり，このような装丁形式の出現
は，文化的環境および読書様式の変化をも如実
に反映していたのである。この旋風装は，やが
て形式の再構築と機能の分化を経て，折本（経
折装）や冊子形式へと発展していくことにな
る。

5.2　折本（経折装）の文化受容の考察
　折本（経折装）は，仏典の読誦・携帯・保存
といった実践的需要に応じて発達した形式であ
り，その折り畳み形式は，読誦の際の取り扱い
やすさや，展開時の視認性を向上させた点に特
徴がある。展開すれば一連の文字を俯瞰でき，
折り合わせれば携行しやすい形態に収まるた
め，巻軸装とは異なる装丁形式を可能にしたと
考えられる。
　唐宋期の折本（経折装）は，単なる物理的な
改良にとどまらず，経典に内在する「天地人」
や「此岸―彼岸」といった宇宙観的秩序を造形
化した形式でもあったという（霍・段・許 
2023, p.148）。すなわち，折畳構造そのものが

「反復と循環（32）」を体現し，仏教儀礼における
読誦・開合・供養の動作と密接に連動していた
のである。
　また，折本が平面に展開できることから，文
字や装飾が視覚的に把握しやすく，とくに日本
の平安・鎌倉期には，経頁上に金銀泥による書
写や蓮華・人物・瑞雲などの装飾が施された例
もみられる。こうした事例は，折本が単なる読
誦具ではなく，使用者によって視覚的鑑賞性を
備えた書物としても用いられていたことを示唆
している。鎌倉時代の『法華経』絵巻折本で
は，折本形式と絵画表現が組み合わされ，展開
時には絵巻のように連続して鑑賞でき，折り合
わせれば経典として収納できるという二重の機
能がみられる。以上を踏まえると，折本（経折
装）の場合も単なる構造的改良による形式では
なく，経典の利用環境や視覚的な受容のあり方
に即して発展した装丁形式であったといえるで
あろう。

5.3　日中の比較と文化的受容
5.3.1　唐宋と平安前期：巻物装丁から経折装

への文化伝来段階
　奈良時代末から平安時代初期にかけて，日本
は複数回にわたり遣唐使を派遣するなど，日中
間の交流が活発であった。王祉璠は，この時期
の書籍形態についても巻物装丁（巻子本）が多
く用いられていたことを指摘している（王 
2021, p.10）。巻物装（巻子本・巻物）は，仏典
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・絵画・文学典籍などの記録に用いられ，その
形式は唐代の巻物とほぼ同一であった。特に絵
画を伴うものは「絵巻物」と呼ばれ，巻物を広
げるにつれ絵と文が展開していく絵巻物は，平
安時代末頃から見られ，鎌倉時代に多く作られ
た（33）。文章と挿絵が交互に現れる『源氏物語
絵巻』はその代表例である。読書時には右から
左へと展開し，文字と図像が連続的に構成され
ることで，時間と空間の流れを視覚的に体現し
ていた。
　中国の折本（経折装）は，主に仏典の書写・
読誦に用いられ，携帯や保存に適した形式とし
て発展した。これに対し，日本において早くか
ら採用されていた折本（経折装）形式の用途
は，写経，書写手本，また書道教育用資料な
ど，多岐のジャンルに及んでいたことが示され
ている（堀川 2010, p.28）。この点から，日本
の装丁形式は，唐宋の装丁的構造を受け継ぎな
がらも，その機能面においては宗教的用途にと
どまらず，教育的・審美的側面へと展開してい
ったと理解されうる。

5.3.2　宋代と平安中期以降：印刷普及による
技術吸収と改造の段階

　北宋期に入ると，中国では木版印刷の普及に
より書籍装丁の体系化と標準化が進むことにな
る（孫 2024, p.26 ）。特に蜀地方では木版印刷
が発達し，単葉を貼り合わせて綴じる蝶装（ち
ょうそう）が盛んとなる。蝶装は，頁を開くと
左右に蝶の羽のように広がる構造を持ち，精巧
である一方，制作にはやや難がある。とはい
え，この形式は，宋代における印刷文化の成熟
と，書物の機能性重視の傾向を象徴している。
　一方，平安中期の日本では印刷技術の普及は
限定的であり，典籍は手書き写本が主流であっ
た。日本の粘葉装（でっちょうそう）は「綴じ
た後に書写する」という方法をとる（陳 2017, 
p.52）。その構造は，唐末から五代にかけて成
立した冊子形式の影響を受けたものであり，そ
の結果，中国の粘葉装や蝶装と粘着方法におい
て類似した装丁的特徴を示している。しかしな
がら，両国における社会的発展段階の相違によ
り，製書の時期や用紙，書体などにおいて日本

的特質を備えた独自の装丁様式が形成されたと
考えられる。粘葉装は両面書写が可能で，「版
心（はんしん）（34)」の統一を必要とせず，軽便
で柔軟な構造を持つため，文人による手書きの
作品に適していた。糊付けの技法は共通するも
のの，接着位置が異なり，蝶装は折り目の内側
に，粘葉装は外側に貼り合わせる点に特徴があ
った（橋口 2011, p.35）。宋代ではさらに包背
装が登場する。これは，紙縒（こより）による
綴じと一枚紙の表紙により整然とした外観を有
していた。一方，日本では平安中期に縫綴じ装
丁である列帖装（綴葉装）が生まれ，列帖装

（綴葉装）は糸や組紐を用い，柔軟な和紙を表
紙に採用し，装飾性の高い結び目を施すことが
多かった。その軽やかで優美な造形は，日本お
いて宋代装丁が受容される際に，機能性よりも
むしろ「美感」と「形式の趣」が重視されたこ
とを示している。

6．結論と今後の課題

　以上のように本研究は，唐宋期の中国および
平安・鎌倉期の日本における歴史的装丁形式の
変遷を視野に入れつつ，巻物形式から冊子形式
へと移行する過渡的段階において成立したと考
えられている旋風装と折本（経折装）を取り上
げ，その分析を試みた。その際，以下の差異に
留意した。まず，中国においては『刊謬補缺切
韻』や敦煌遺書中の遺品を通じて旋風装の実物
構造を確認することができるのに対し，日本に
おいては，旋風葉に該当する実物資料は確認さ
れておらず，その理解は主として後世の文献記
述や間接資料に基づいて形成されてきた。その
ため，日本における「旋風葉」という名称は，
中国の旋風装（龍鱗装）を直接継承した装丁形
式を示すものというよりも，「旋風」という語
から想起される書葉の展開性や動き，ならびに
折本にみられる連続的な閲覧性に着目して，折
本状態の書物を説明・分類する過程で選択され
た用語であると考えられる。したがって，中日
両地域において「旋風装」あるいは「旋風葉」
という類似した名称が用いられているものの，
両者は必ずしも同一の装丁形式を指すものでは
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なく，その構造的特徴や歴史的背景には相違が
認められるということである。そのことを踏ま
えた上での分析結果として，旋風装（旋風葉）
は，実物資料の伝承ではなく，折本の展開性や
連続的な閲覧性を説明するために用いられた名
称として用いられる。一方，中国における旋風
装（龍鱗装）は，当時の語彙分類を重視する知
識文化の背景を反映しているのみならず，精巧
で華麗かつ複雑な造形を尊ぶ審美的傾向をも示
していることが明らかになった。折本（経折
装）は，仏典の読誦・携帯・供養といった宗教
的行為に適応する形で折り畳み構造が発達した
装丁形式として位置づけられるが，中国におい
ては仏教経典の大量生産と印刷制度の発展にと
もない，寸法規格の標準化が進行し，冊子体と
しての完成度が段階的に高められていったのに
対し，日本では，実測データおよび事例分析に
示されるように，縦方向に細長い比例構成，料
紙を用いた装飾表現の洗練化といった独自の造
形的特徴が形成されていたことが確認された。
その上で，本研究で扱った事例の検討を通じ
て，書物における「形」と「意」は，常に有機

的に結びつき，物質性と精神性の融合として装
丁の特徴を形づくってきたことも確認できた。
ただし，これらの特徴は，主として現存資料に
基づく観察結果であり，保存・継承の過程にお
ける資料選択の偏りが影響している可能性につ
いては，留意する必要がある。
　今後，その課題も含めて，こうした歴史的装
丁形式の構造分析および視覚的効果に関する研
究の一層の深化が求められる。特に，「間」「余
白」「律動」「対称と非対称」といった視覚構成
の原理を手がかりに，唐宋および平安期におけ
る書籍の版面構成・色面配置・装飾などの造形
理念についても再検討される必要があるだろ
う。これにより，装丁形態が機能的要素にとど
まらず，芸術性と精神性を併せ持つ造形言語と
しての価値を持つものであることが再認識され
るであろう。そして，こうした総合的な分析を
通じて，現代のデザインや芸術表現における歴
史的装丁形式の新たな可能性を模索するための
理論的基盤と分析の視座を提示することもでき
るに違いない。

〔注〕
（ 1 ）「敦煌遺書（とんこういしょ）」とは，1900

年に敦煌の莫高窟・蔵経洞で発見された古
代の写本および印本の総称であり，その数
はおよそ 5 万から 6 万巻に及ぶ。おおむね
4 世紀から 11 世紀にかけての貴重な歴史
資料である（方俊琦 2013, p.30）。

（ 2 ）「列帖装（れっじょうそう）／綴葉装）」は，
数枚の料紙を重ねて二つ折りにし，複数の
折帖を表紙とともに糸で綴じた冊子形式で
ある。各帖を列ねる構造をもつことから列
帖装と呼ばれ，平安時代以降，日本で広く
用いられた。一方，「大和綴（やまととじ）」
は，列帖装を装飾化したもので，背近くに
穴を開けて糸で平結びし，組紐などを用い
た美麗な装飾本が多く，日本独自のものと
考えられ，平安末期から近現代に至るまで
行われた。（井上 1999, p.609,582）

（ 3 ）本稿での日本語以外の引用，記述などは，

特に出所を明記していない場合はすべて筆
者の訳である。

（ 4 ）「刊謬補缺切韻（かんびゅうほけつせつい
ん）」は，隋の仁寿元年（601 年）に顔之
推・陸法言らによって編纂された『切韻』
をもとに，唐中期の王仁煦がさらに整理・
増補を加えて完成させた韻書である。当時
の漢字音を体系的に整理した重要な辞典で
あり，独特な旋風装（龍鱗装）による装丁
をもつ点で注目される。なお，この内容に
ついては第 4 章で具体的に述べる。

（ 5 ）『法華経』という表記は，『妙法蓮華経』
の略称として広く用いられている。漢訳過
程においては，梵語原題に含まれる「白

（śukla）」が省略された『正法華経』『妙
法蓮華経』などの名称が成立し，さらに

「妙」「蓮」を省いた略称として『法華経』
が用いられるようになったとされる（定広
2010, p.2）。
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（ 6 ）「旋風装（別称・龍鱗装／旋風葉装）」は，
頁を展開すると風に翻るように見えること
からこの名が付けられた。外形は長巻状だ
が，内頁は規則的に配置され，各頁の縁に
は要点を記すことも可能であった。（鄭 
1987, pp.34‒37）。

（ 7 ）「折本（おりほん）」は，巻子本のこうし
た煩雑さの解消をはかるために考案された
装訂で，巻子本を端から一定の幅で折り畳
んでいき，前後に表紙を付けたものであ
る。（井上 1999, p.90）。

（ 8 ）「折本／経折装（けいせつそう）」は，紙
を横方向に貼り継ぎ，一定の幅で山折り・
谷折りを繰り返して蛇腹状に折り畳む構造
をもつ（鄭 1987, pp.43‒45）。

（ 9 ）「粘葉装」 は，折り目の内側を糊で貼り合
わせる方法で，平安期の仏典に多く見られ
る。（堀川 2010, p.30）。

（10）「蝶装」は，両面に印刷または書写された
単葉を背合わせに糊付けし，開くと蝶の羽
のように左右に広がる構造をもつ（鄭 
1987, pp.34‒37,43‒45）。

（11）「帛書（はくしょ）」：帛（絹布）に文字を
書写した書物の総称。製紙術が普及する以
前の中国で用いられ，柔軟で巻き取りが容
易であったため，巻子装の成立に影響を与
えたと考えられる（楊・蔣 2013, pp.43‒44）。

（12）『論語総略』は，鎌倉時代後期から南北朝
期にかけて制作された巻子装写本であり，
現在は曼殊院門跡所蔵，京都国立博物館寄
託として伝えられている重要文化財であ
る。（髙田 2013,p.57）。

（13）『注千字文』には，鎌倉時代（弘安 10 年
・1287 年）に書写された紙本墨書・巻子装
の一巻本が現存しており，国宝・重要文化
財として伝存している。https://bunka.
nii.ac.jp/db/heritages/detail/156058

（2025 年 11 月 30 日閲覧）
（14）紫紙金字写経『金光明最勝王経』（全 10

巻）は，奈良時代（8 世紀）に制作された
巻子装仏典であり，国宝・重要文化財とし
て伝存している。https://emuseum.nich.
go.jp/detail?content_base_id=100246 

&content_pict_id=0&utm_source= 
chatgpt.com（2025 年 11 月 29 日閲覧）

（15）東寺関係文書とは，東寺（教王護国寺）の寺
務運営，宗教儀礼，土地・荘園経営などに
関わって作成された文書群を指す。本論で
言及する東寺関係文書は，九州国立博物館
に所蔵される資料群に基づく。九州国立博
物館『九州国立博物館収蔵文化財目録』

（PDF）
https://www.kyuhaku.jp/museum/
images/090729/h20_bunkazai.pdf（ 最 終
閲覧日：2025 年 12 月 1 日）

（16）大阪府立中之島図書館「古書の形態」
https://www.library.pref.osaka.jp/site/
osaka/kosho-keitai.html（2025 年 9 月
15 日閲覧）。

（17）国文学研究資料館「日本古典籍の基礎知識
『はじめての古典籍』」
https://www.nijl.ac.jp/pages/event/
seminar/images/H26-kotenseki01.pdf

（2025 年 10 月 7 日閲覧）
（18）真言宗御室派総本山仁和寺「文化財（書跡）」

https://ninnaj i . jp/about_cultura 
lassets/calligraphy/（2025 年 10 月 7 日
閲覧）

（19）『紫式部日記』に見られる冊子制作に関す
る記述は，「書写後に綴じる」という工程
として理解することが可能である。もっと
も，列帖装（綴葉装）の場合，紙葉の連続
性と頁構成の連続性が一致しないため，一
般にはあらかじめ冊子状に綴じた後に書写
が行われたと考えられている。そのため，
同記述は，むしろ大和綴による冊子制作を
示している可能性がある。ただし，古い時
代の大和綴の現存遺品は極めて少なく，そ
の実際の使用状況については，なお不明な
点が多い。

（20）前漢期（紀元前 2 世紀頃）の「灞橋紙」
（1957 年出土）などの資料も確認されてい
る。また，『説文解字』には篆体の「紙」
字が収録されており，「紙，絮一苫也」と
説明されている。これは，初期の「紙」が
絹繊維に近い素材であったことを示すもの
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とされる（杭 2007, p.175）。これに対して，
一般に「蔡倫の製紙術」と称されるもの
は，樹皮などの植物繊維を利用した製紙技
術を体系化・改良した点に特徴があり（杭 
2007, p.175），書写材料としての利便性と
普及性を大きく高めた点に重要な意義があ
ると考えられる。

（21）ここでいう簡冊は，細長い竹簡を縄で綴り
合わせ，最終的に巻き取って巻軸状とした
ものであり（楊永徳・蔣潔 2013, p.36），
後世において中日両国で流行した方形冊子
体の「簡冊」とは形態的に異なる。

（22）出典：故宮博物院公式サイト
https://www.dpm.org.cn/ancient/
special/143123.html（2023 年 6 月 18 日閲
覧）

（23）立正大学図書館「和本の形態―和本の構造
と各部名称解説」の記述による。https://
www.ris.ac. jp/library/learn/cb6q 
790000001h66-att/wahon_keitai.pdf（2025
年 10 月 2 日閲覧）

（24）本内容は，杜偉生『中国古籍修復与装裱技
術図解』（北京図書館出版社，2003 年）
p.346 の記述を参照したものである。

（25）「葉子」とは，中国唐宋期に広く用いられ
た単葉形式の書物であり，折り畳んだ長方
形の形状が樹木の葉に似ていることから，

「葉子」あるいは「葉」と称されたとされ
る。（陰・許 1991, pp.207‒208）

（26）本記述は，須藤弘敏「一章 再論・写経と
荘厳　　東アジアにおける日本写経荘厳の
特質　　」（p3）に示された内容を参照し
たものである。東北大学機関リポジトリ

（TOUR）掲載 PDF，https://tohoku.repo. 
nii.ac.jp/records/130613（2025 年 11 月
17 日閲覧）。また『法華経』および『金光
明最勝王経』の写本データについては「東
向観音寺史料目録（一）」『日本史学研究室
紀要 第 9 号』 に掲載された記載による。

（27）「頭縫（とうほう）」とは，帖の冒頭で初
葉と次葉を結び合わせるために施される最
初の綴じ部分を指す（王 2004, p.122）。

（28）文化遺産オンラインの解説によれば，紙面

の折り目や損傷の程度から，その形態が巻
子装から折本装，さらに再び巻子装へと変
遷した可能性がうかがえる。最終的には巻
子装に戻されたものの，前二作の存在だけ
でも十分に典型的な事例としての意義を持
っ て い る。https://bunka.nii.ac.jp/
heritages/detail/213447（2025 年 9 月 29
日閲覧）

（29）牡丹文とは，牡丹の花を図案化して表現し
た装飾文様を指す。これらの文様は，絵画
・彫刻・刺繍・陶磁器など多様な芸術形式
に用いられてきた。牡丹文は，中国伝統文
化における重要な装飾要素の一つであり，
その華麗な外観と特徴的な造形性から，唐
代以降，広く用いられてきたとされる（黄
・呉 2024, p.25）。また，中国の工芸・装飾
文化においては，富貴や華麗さを象徴する
意匠として理解されている。

（30）文本記述は，釈道世『法苑珠林』（1990, 
p.220）に基づくものである。

（31）藍または紫に染めた繊維を，一度漉いた紙
の上下に雲状に漉きかける。上下ともに青
色の飛沫が散るような効果が見られる。細
かな雲模様が散らされた紙は「飛雲」と呼
ばれ，平安時代特有の装飾である（堀川貴
司 2010, p.122）。

（32）「重複」と「循環」については，ここでは
次のように捉えたい。まず，重複は，読者
が一枚の頁を読む際に繰り返し行う「開く
／閉じる」という動作に最も端的に現れ
る。一方，循環は読書行為全体に潜在して
おり，経折装に固有の「一正一反」という
連続した頁構造が，読者の身体動作を前の
サイクルへと緩やかに戻す方向へ導いてい
く。このような構造面と動作面の双方に働
く「重複」と「循環」によって，経折装は
読書に反復・往復・循環的なリズムを内包
する可能性を備えていると考えられる。

（33）本記述は，国立国会図書館「絵入り本の様
ざま ― 絵巻物」に掲載された記載を参照
し た も の で あ る。https://www.ndl.go.
jp/exhibit60/copy3/1emakimono.html

（2025 年 11 月 17 日閲覧）



79

東亜大学紀要　第 43 号　2026 年 9 月

（34）「版心（はんしん）」とは，中縫い・版口
とも称され，書頁を折り畳む際の中心とな
る部分を指す。版心には，書名・巻数・頁
数・刻工名などが記されることが多く，製
本上の基準として機能する（銭存訓 2004, 
p.38）。
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Abstract
   The Tang–Song period in China and the Heian–Kamakura period in Japan were both 
transitional phases in bookbinding history, marked by active cultural exchange. In China, 
book formats shifted from scrolls to codex-like structures, producing forms such as jingzhe 
zhuang (accordion fold), xuanfeng zhuang (dragon-scale binding), and die zhuang. In Japan, 
imported formats became the basis for developing related structures, leading to distinctive 
types such as paste-down binding, Thread-leaf binding, and Yamato-toji.
However, most previous studies have examined these formats within single national contexts, 
and cross-regional comparisons that address both structural principles and cultural 
symbolism remain limited.
   This study adopts a cross-regional perspective by focusing on xuanfeng zhuang and 
accordion-fold formats as representative examples. By analyzing their morphology, 
transmission, and development, it proposes a theoretical framework that identifies shared 
structural principles and culturally specific aesthetic elements, aiming to open new 
possibilities for traditional bookbinding and contemporary artistic practice.

Key words: Xuanfeng zhuang, Accordion-fold binding, Traditional bookbinding, 
Tang–Song period, Heian–Kamakura period, Cultural reception, 
Sino-Japanese comparative studies


